146V1付属証明書

エコマーク商品類型No.146「まほうびん」付属証明書
本付属証明書は、エコマーク商品類型No.146「まほうびん」のエコマーク申請を行う際、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日： 20
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）




	＜付属証明書の作成方法＞

1．申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。

※「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。

2．「添付証明書」欄の各証明書をご用意下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。

3．「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。

※ 各証明書の作成は（記入表）を参照して下さい。

4．「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。


	項目
	記入欄／添付資料　※該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示（予定）の媒体について記載下さい。
※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書（パンフレットなど）等にエコマークを表示すること
	表示媒体：□製品　／ □包装　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 

□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】



	エコマーク表示予定設計図

※エコマークの表示方法は「エコマーク使用の手引」を参照下さい。
	エコマーク表示予定設計図(書式自由・原稿)をご提出下さい。
※様式2の｢エコマーク表示見本｣の画像をご活用ください

	エコマークを表示しない（予定）場合はその理由を右欄に記載下さい。
	【表示無しの理由】


	項目
	記入欄

（該当する事項をチェックして下さい）
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社

※ 他社開発製品の場合は右記証明書をご提出下さい。
	記入表146-1
	申込承諾者

	他社において既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない

（該当する事項をチェックして下さい）

※ 変更がなければ、以下の項目の証明は不要です
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し

既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
	申込者


	項目
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい

	適用範囲および

商品区分
	□ 携帯用まほうびん　　□ 卓上用まほうびん　　□ 弁当用まほうびん
□ 保温調理器

	
	真空断熱構造の有無　　 □ あり　／　　□ なし

内びんの材質　　　　　 □ ガラス製　／　□ ステンレス鋼製　／　□他

	
	電気、ガス、石油、その他のエネルギーの使用

□ あり　／　　□ なし


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-1．環境に関する基準と証明方法
	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)

環境法規の順守
	
	記入表146-2
	最終製品

製造工場

	4-1.(2)

使用後のリサイクルを想定した材料選択（金属材料）
	
	記入表146-3
	申込者

	4-1.(3)

ポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックの使用
	［ポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックの使用］

□使用なし／□使用あり

· プラスチック材料の使用なし
	
	

	4-１.(4)
包装
	輸送・保管時の製品保護のために必要最低限の梱包となっていることに

□適合する／□適合しない

廃棄時に工具などを使用せず材質毎に分別が可能であることに

□適合する／□適合しない
	包装仕様書など
	申込者

	
	包装材の材質：

[ ポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックの使用 ]

□使用あり　／　□使用なし
	
	

	4-1.(5)

消耗部品の供給
	
	消耗部品の供給期間が最低5年間確保されていること、および消耗部品の注文方法をユーザに情報提供する文書（取扱説明書、カタログなど）
	申込者

	4-1.(6)

保温・保冷効力
	
	試験結果
記入表146-4
	第三者試験機関　または

申込者など

	4-1.(7)

食品衛生法にもとづくカドミウム、鉛の溶出
	※内容物に触れる部分について、右記試験結果をご提出ください
	食品、添加物等の規格基準(昭和34年厚生省告示第370号)に適合していることの試験結果
	　第三者試験機関　または

申込者など

	4-1.(8)

情報提供

(保温調理器のみ)
	
	保温調理方法の情報提供をしている取扱説明書などの該当部分
	申込者


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類（続き）
4-2．品質に関する基準と証明方法　

	4-2.(1)

品質
	［該当する品質規格］

□JIS規格　　　　　（JIS　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□業界の自主規格（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□自社規格


	該当する規格に適合していることを示す証明書
	申込者

	
	※ガラス製まほうびん、ステンレス製携帯用まほうびん、およびステンレス製卓上用まほうびんについては、右記の証明書もご提出ください
	品質表示の内容が確認できる写真、設計書など
	申込者


5．配慮事項

認定の必須要件ではありませんが、製造にあたって配慮することが望ましい項目です。以下について適応状況をご報告ください。
	配慮事項

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい

	5.(1)

使用後の同一素材へのリサイクル（金属材料）
	製品中に、複数の異なる金属材料の使用が
□ある／□ない
上記で「■ある」の場合、異なる構成素材同士を

□容易に分離できる／□分離できない

使用後の同一素材へのリサイクルに阻害とならない材料選択を
□考慮している／□考慮していない／□今後考慮していきたい
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